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今
年
度
の
入
試
は
、
こ
こ
数
年
の
有
名
出
典
が
多
か
っ
た
傾
向
か
ら
一
転
し
、
受
験
生
に
は

馴
染
み
の
薄
い
出
典
が
目
立
つ
結
果
と
な
っ
た
。
平
安
時
代
成
立
の
作
品
は
少
な
く
、
近
世
の

作
品
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　
全
体
と
し
て
本
文
自
体
は
比
較
的
読
み
や
す
く
、
傍
線
部
に
も
重
要
語
や
定
型
句
を
含
む
も

の
が
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
ど
の
大
学
で
あ
っ
て
も
、
手
も
足
も
出
な
い
と
い
う
受
験
生
は

少
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
、
文
法
・
単
語
の
知
識
を
単
純
に
あ
て
は
め
る
だ
け
で
は
十

分
な
解
答
に
は
至
ら
な
い
設
問
も
多
く
、
リ
ー
ド
文
や
注
の
内
容
も
踏
ま
え
な
が
ら
解
釈
す
る

な
ど
、
情
報
を
整
理
す
る
必
要
の
あ
る
設
問
が
目
立
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
国
語
の
技
術
力
」、

す
な
わ
ち
文
脈
を
正
確
に
把
握
し
、
根
拠
に
基
づ
い
て
的
確
に
記
述
す
る
力
を
問
う
出
題
が
増

加
し
た
。『
狭
衣
物
語
』（
　
東
京
大
）
で
は
、
リ
ー
ド
文
か
ら
状
況
を
把
握
し
た
う
え
で
、

当
時
の
死
生
観
や
風
習
の
知
識
を
用
い
て
解
く
こ
と
が
、『
別
本
八
重
葎
』（

九
州
大
）
で
は
、

注
に
示
さ
れ
た
『
伊
勢
物
語
』
の
一
節
を
踏
ま
え
て
解
答
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
昨
年
度

の
共
通
テ
ス
ト
が
比
較
的
易
化
し
た
分
、
二
次
試
験
に
お
い
て
こ
う
し
た
有
機
的
な
読
解
力
・

記
述
力
を
深
く
測
ろ
う
と
す
る
大
学
側
の
意
図
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
は
、
定
番
の
語
彙
・
文
法
事
項
の
知
識
か
ら
一
歩
踏
み
込
ん
だ
表
現

を
問
う
設
問
で
あ
る
。『
許
六
離
別
詞
』（　
北
海
道
大
）で
は「
夏
炉
冬
扇
」、『
排
蘆
小
船
』（　

東
北
大
）で
は「
万
代
不
易
」と
い
っ
た
表
現
を
言
い
換
え
る
問
題
が
出
題
さ
れ
た
。
ま
た『
木

草
物
語
』（　
京
都
大
）
や
『
吉
野
詣
記
』（　
岡
山
大
）
で
は
、
と
も
に
「
吉
野
が
桜
の
名

所
（
歌
枕
）
で
あ
る
」
と
い
う
古
典
常
識
を
前
提
と
し
た
設
問
が
出
題
さ
れ
た
。
入
試
問
題
の

演
習
を
通
じ
て
、
馴
染
み
の
薄
い
表
現
へ
の
理
解
や
、
季
節
感
や
情
趣
と
と
も
に
親
し
ま
れ
て

き
た
土
地
や
景
物
へ
の
造
詣
を
、
い
っ
そ
う
深
め
て
も
ら
い
た
い
。

　
と
は
い
え
、
ど
の
大
学
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
基
本
的
な
語
彙
や
文
法
の
知
識
を
問
う
設

問
で
の
得
点
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
日
頃
か
ら
地
道
に
語
彙
・
文
法
の
学
習
を
重
ね
な
が
ら
、

同
時
に
リ
ー
ド
文
・
注
・
本
文
を
有
機
的
に
結
び
つ
け
て
読
み
、
設
問
に
的
確
に
答
え
る
訓
練

を
怠
ら
な
い
こ
と
が
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
だ
ろ
う
。
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漢
　
文

　
本
文
の
分
量
は
、
一
部
の
大
学
を
除
き
一
ペ
ー
ジ
程
度
に
収
ま
っ
て
い
る
。
問
題
本
文
の
易

化
は
落
ち
着
き
を
見
せ
た
。
複
数
の
文
章
を
並
べ
た
問
題
は
今
年
は
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
出
題
は
句
法
・
用
法
が
手
が
か
り
と
な
る
も
の
が
多
い
が
、
出
題
箇
所
（
傍
線
部
）
で
直
接

問
わ
れ
て
い
な
く
て
も
、
解
答
に
は
句
法
の
知
識
が
必
要
な
場
合
も
あ
る
。
再
読
文
字
は
頻
出

で
あ
る
の
で
必
ず
習
得
し
て
お
く
こ
と
。
反
語
や
使
役
だ
け
で
な
く
、
詠
嘆
、
受
身
、
限
定
、

二
重
否
定
、
仮
定
、
比
較
な
ど
幅
広
く
出
題
さ
れ
て
い
る
。
書
き
下
し
や
口
語
訳
と
と
も
に

「
復ま
タ／

亦ま
た

」「
如も
シ／

如ご
と
シ／

如し
ク」「

已す
で
ニ／

已の
み

／
已や
ム」「

耳の
み

」
な
ど
の
読
み
も
頻
出
で
あ
る
。「
自よ
リ」

「
雖い
へ
ど
モ」「
猶な
ホ」「
蓋け
だ
シ」「
夫そ
レ」
の
読
み
も
出
題
さ
れ
た
。
ま
た
「
人じ
ん
間か
ん
」「
布ふ

衣い

」
な
ど
の
意
味
も

問
わ
れ
て
い
る
。
難
関
大
で
は
、
句
法
の
知
識
を
前
提
と
し
て
、
さ
ら
に
文
脈
を
踏
ま
え
て
考

え
さ
せ
る
問
題
も
多
い
の
で
、
日
頃
か
ら
漢
文
を
読
み
慣
れ
て
お
く
こ
と
。

　
記
述
の
量
に
つ
い
て
は
、
名
古
屋
大
で
一
五
〇
字
の
記
述
が
出
題
さ
れ
た
ほ
か
、
六
〇
～

八
〇
字
前
後
の
記
述
を
求
め
る
大
学
も
多
く
、
ま
と
め
る
力
が
試
さ
れ
る
。
ま
た
、
傍
線
部
の

説
明
問
題
で
あ
っ
て
も
本
文
全
体
を
踏
ま
え
て
書
く
べ
き
場
合
も
あ
り
、
ど
こ
ま
で
を
ま
と
め

る
の
か
を
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
本
文
だ
け
で
な
く
リ
ー
ド
文
や
注
は
解
答
の

ヒ
ン
ト
に
な
る
の
で
必
ず
読
み
、
理
解
の
助
け
と
し
た
い
。
と
く
に
中
国
独
特
の
文
化
が
関
わ

る
問
題
は
、
リ
ー
ド
文
や
注
を
よ
く
読
む
必
要
が
あ
る
。
対
句
的
な
表
現
に
も
注
目
す
る
こ
と
。

　
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て
、「
随
筆
・
評
論
」
に
あ
た
る
も
の
は
、『
分
甘
余
話
』（
　
神
戸
大
）

や
『
顔
氏
家
訓
』（
名
古
屋
大
）
な
ど
が
出
題
さ
れ
た
。「
日
本
漢
文
」
は
『
蛠
洲
餘
珠
』（
　

九
州
大
）
や
『
菅
家
文
草
』（
大
阪
公
立
大
）
な
ど
が
出
題
さ
れ
て
い
る
。
諸
子
百
家
な
ど
「
思

想
」
に
あ
た
る
文
章
は
『
荀
子
』（
鹿
児
島
大
）、『
韓
非
子
』（
佐
賀
大
）
や
『
列
子
』（

福

島
大
）
な
ど
複
数
出
題
さ
れ
た
。
詩
は
『
白
氏
文
集
』（
東
京
大
）
か
ら
の
出
題
は
あ
っ
た
が
、

全
体
の
傾
向
と
し
て
は
少
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
押
韻
や
対
句
、
詩
の
構
成
な
ど
詩
の
基
本
事

項
は
解
釈
の
ヒ
ン
ト
と
も
な
る
の
で
確
認
し
て
お
く
こ
と
。「
歴
史
」
は
『
史
記
』（
岡
山
大
）

な
ど
か
ら
出
題
さ
れ
た
。「
説
話
的
文
章
」
も
『
閲
微
草
堂
筆
記
』（
　
北
海
道
大
）、『
晏
子

春
秋
』（

大
阪
大
）、『
涑
水
紀
聞
』（

東
北
大
・
新
潟
大
）
な
ど
多
数
出
題
さ
れ
た
。
総

じ
て
評
論
な
ど
の
論
理
的
文
章
よ
り
も
、
説
話
集
に
加
え
、
歴
史
や
思
想
、
日
本
漢
文
で
も
物

語
要
素
の
あ
る
文
章
が
多
い
こ
と
が
今
年
の
傾
向
で
あ
っ
た
。
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本
年
度
の
入
試
問
題
に
つ
い
て
、
た
く
さ
ん
の
問
題
に
直
接

触
れ
て
い
る
編
集
委
員
が
率
直
な
感
想
を
述
べ
る
。

（
太
字
の
出
典
は
、
本
問
題
集
に
採
録
）




